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業界をけん引する中堅技能者を対象に、枝能向上への意識醸成と後進への指導の取組を支援する講習です。

手力H工を極める

講習時間の大部分を実習に費やし、手作業による技術・技能の体得を目指します。

オー トメーション化が進む現場がある一方、少量多品種の生産には手作業による加工が必要です。ニーズの多

様化へ柔軟な対応ができる技能を継承することにより、さらなる生産性の向上が期待できます。

高度な技能をもつ講師陣

講師陣は、高度な技能と豊富な指導経験を有 しています。技能継承はもちろんのこと、体系的・論理的な指導

技法を体験することができ、社内での後進育成の参考になります。

人材の交流

少人数制のため、講師や受講者間の距離が近く、気軽に意見交換をすることができます。

同業他社の受講者と交流することで刺激を受け、モチベーションの向上が期待できます。

東京みらいの名工

東京みらいの名工育成プログラムを修了すると、修了者には修了証書が交付されます。

さらに、講習後半には、講習の成果を確認するための課題製作を行い、成績優秀者には、「東京みらいの名工」

の称号が付与されます。

}申 込 方 法 (各コース共通)

平成30年4月 1日 (日 )～平成30年4月 30日 (月 )

図 お申込みは、原則として、お勤め先からの推薦が必要です。

日 別紙「受講申込書 (申請書)」 を各コースの実施校へ直接お持ちいただくか、郵送にてお申込みください。

図 受講者は、当該分野における経験やレベルなどを考慮の上決定します。

日 受講料のほかに、任意加入の傷害保険があります。

図 請習中の持参物は、作業服、作業帽子、安全靴、筆記用具、その他必要なものです。

詳細は各実施校へお問合せください。

図 実施校ごとに休業日が異なります。お申込みの際は、裏表紙記載の休業日をご確認ください。

募集期間

東京みらいの名工育成プログラムとは



｝講習内容
●木工製作に必要な各種手加工を中心に行います。（詳細は下記の表参照）
●講習の後半に、講習の成果を確認するための課題製作を行います。

実習風景
1は訂璽'

●手工具の加工

隠し蟻組の星付け及び加工

寄せ蟻の墨付け及び加工

蟻組の嵌め合い、

締り勾配の嵌め合い

竪の加工、留の加工

●鉤削り

木造り、仕上げ削り、

中仕上げ鉤削り

仕上げ鉤削り、際鉤削り

｝ 対象者 （以ドの令ての災件を満たす）j)

●原則、都内の中小企業等に勤務する技能者
●自らの技能及び指導力の向上を目指す意志があること

家具手加工作業

1級相当

●原則、技能検定（職種：家具製作）家具手加工作業2級技能士であること
●所属企業の推薦を受けられること

霞

＇ 講習実施場所 講習日 定員 受講料I

城南職業能力開発センター

｝指導体制

平成30年
5月26日 ・ 6月2日·6月9日 ・ 6月16日 ・

6月23日・6月30日（すべて土曜日全6日間）
！寺惜i : 9: 00~16: 30 

統括リ ー ダ ー 島村幸夫氏

1級家具製作技能士

5名I 16,200円

略平成5 年技能グランプリ家具第1位獲得

歴
株式会社三越環境デザインにて家具製作及び後継者の育成に努め、退社後も技能五輪・

紹技能グランプリ・若年者ものづくり競技大会の委員を務めるなど、若手技能者の育成
ノ、 に尽力している。
) I 

講師塙木工所

代表塙 重徳氏平成8年技能グランプリ家具第1位獲得





1号様式

東京みらい0名工育成プログラム
木工製作コTス受話申込書

東京都立城南職業能力開発センター所長 殿

下記のとおり、「東京みらいの名工育成プログラム木工製作コース」IE申込みます。

平成   年   月   日

申 請 者 (図を入れてください。) 受講希望者 推薦企業等

受

講

希

望

者

(ふりがな)

氏   名
生年月日

昭和・平成  年  月  日
(   歳)

住   所
T

性別

電 話 番 号

技能レベル
技能検定

その他 :

級技能士  ( 年取得)

加工技術

有している技術
に図を入れてく
ださい。

手工具の加工 飽削リ

実務経験年数

経験年数を記入

してください。

手工具加工

(   年)
指
定
技
術

参
考
技
術

□隠し蟻組の

墨付け及び加工

□寄せ蟻の

墨付け及び加工

□蟻組の嵌め合い

□締り勾配の嵌め合い

□墾の加工

□留の加工

□木造り

□仕上げ削り

□中仕上げ飽削り

□仕上げ飽削り

□際飽削り

機械加工

(   年)

飽削り

( 年 )

その他

(

(

)

年 )

受講希望理由

推

薦

企

業

等

(ふりがな)

企 業 名

所 在 地
T

(ふりがな)

代 表 者

(役職) (氏名)

EΠ

(ふりがな)

担 当 者

(役職) (氏名)

電 話 番 号

FAX番 号

推 薦 理 由


	20180314_mousikomisyo.pdf
	0_20180314092507.pdf



